
が
、
維
新
以
外
の
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
氏
は
、
法
定
協
の
設

置
は
大
都
市
法
、
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
協
議
す
る
合
併

協
議
会
の
設
置
は
合
併
特
例

法
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
地
方
自
治
法
の
同
じ

条
文
に
根
拠
が
あ
る
と
強

調
。
合
併
協
議
会
の
目
的
は

市
町
村
合
併
を
行
う
こ
と
だ

け
で
な
く
、
合
併
自
体
の
是

非
も
含
め
て
議
論
す
る
組
織

で
あ
り
、
実
際
に
合
併
に
至

ら
ず
協
議
会
が
廃
止
さ
れ
た

事
例
も
多
数
あ
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

法
定
協
も
、
特
別
区
設
置

協
定
書
の
作
成
以
外
に
「
そ

の
他
特
別
区
の
設
置
に
関
す

る
協
議
を
行
う
」（
大
都
市

法
）と
定
め
ら
れ
て
い
る
と

指
摘
。
今
井
会
長
や
維
新

が
、「
協
議
会
の
目
的
は
協

定
書
の
作
成
」
と
決
め
付
け

て
暴
走
し
て
き
た
こ
と
は
、

「（
法
定
協
の
）法
的
性
格
を

踏
ま
え
ず
、
法
の
上
に
会
長

や
会
派
を
置
く
も
の
だ
。
こ

れ
で
は
法
治
国
家
で
は
な
く

な
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
議
会
大
都
市
税
財

政
制
度
特
別
委
員
会
が
２
月

25
日
開
か
れ
、
日
本
共
産
党

の
瀬
戸
一
正
団
長
が
、
大
阪

市
を
廃
止
・
分
割
す
る
「
大

阪
都
」
構
想
の
制
度
設
計
を

議
論
す
る
、
大
都
市
制
度

（
特
別
区
設
置
）協
議
会（
法

定
協
）の
法
的
な
位
置
付
け

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

法
定
協
を
め
ぐ
っ
て
は
、

今
井
豊
会
長（
維
新
府
議
）に

よ
る
強
引
な
運
営
で
会
議
が

紛
糾
・
空
転
す
る
異
常
事
態

が
続
き
ま
し
た
。
市
議
会
財

政
総
務
委
員
会（
２
月
19
日
）

で
は
、
法
定
協
の
正
常
で
公

正
・
公
平
・
中
立
な
議
論
を

実
現
す
る
た
め
、
規
約
の
一

部
改
正
を
求
め
る
陳
情
書

瀬戸一正団長

瀬
戸
団
長 

強
引
な
法
定
協
運
営
巡
り

法
治
国
家
で
な
く
な
る

大
阪
市
議
会
特
別
委

shikai
テキストボックス
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